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フェローシップ・プログラムによる学校現場への入職の多軸化を起点に、
学校の社会的価値を再構築する。

学校教育がその地域の
成長を支え、一人ひとり
が生きたいように生き続
ける文化を醸成する。

③地域共創モデル

教師、児童生徒だけでなく、
多様なバックグラウンドを
持つ人が協働する学校を
構築し、多様なニーズの
学習が統合・共存する環
境を実現する。

①新たな学校指導体制

学校現場が多世代ラーニングオ
ーガニゼーションとして機能し、
児童生徒の成長に機会にとどま
らず、地域住民と企業のマッチン
グやプロジェクトの発足により、
雇用の創出や産業創出も実現す
る。

②教育を軸にした街づくり
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Teach For Japanの取り組み



実現する
ゴール

すべての子どもに適応できる公教育と教育改革を軸にした地方共創モデルを
複数の自治体でネットワークを組み実現する

自治体連携

包括連携協定

入職 連携人材募集 研修フェローシップ・
プログラム
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Learning anywhere,Teaching anywhereを可能とする
革新的だが本質的な公教育を実現する

～すべての子どもが素晴らしい教育を受けることができる世界～
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Teach For Japanの取り組み



どんな境遇でも幸せになれる力
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The Learning in Informal and Formal Environments Center の研究で、人が一生の中で学校など「形式
的な教育環境」で「狭義の学習」をしている時間は、小学校入学直前から高等学校卒業までで20%足ら
ずで、その後大学で7.8%、大学院で5%程度になる。

人が一生の間にどのような学習経験をするか、あるいはどのような学習を経験できる可能性があるか
を考え、これまで以上に、家庭や職場、地域社会など非形式的な環境での日常的な経験と学習を関連
させ、学校の社会的価値を再構築する時を迎えているのではないか。

引用：教育心理学概論（放送大学教材）



産業社会（企業）の価値観と教育のあり方を再構築する。

教育イノベーション小委員会を本質的なインパクトへ

出典：未来教育会議＿人一生の育ちレポート(2018)


